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女子高校生における親の期待と学力
− ３年間の縦断研究 −
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要旨
私立の女子高校生を対象にして，高１，高２，高３の３時点での本人の報告による親の期待と学力偏差値との関

連とを検討した。親の期待として，有名大学への進学の期待を取り上げた。その結果，国語，数学，英語に共通す
る点として，１年次の学力が高いほど親の期待を高めるという関係を見出した。科目によって異なる点としては，
国語では，１年次の学力が２年次の親の期待を高め，さらに，その親の期待が３年次の学力を高めるという学年を
超えた相互作用の関係を見出した。数学においては，子どもの学力と親の期待との関連は，１年次以外は見出され
なかった。英語では，１年次の学力が２年次の親の期待を高めるという関係が見出されたが，その期待が３年次の
学力に影響するという関係は見出されなかった。教科における親の期待の作用の違いとその理由が考察された。
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Abstract
Correlations between parental expectations and academic attainment of female， private high school students 

were examined， based on students' self-reports at three time points: first-， second-， and third-graders. 
Parental expectations were assessed by focusing on expectations regarding daughters' acceptance into high-
ranking universities. Results indicated that daughters' academic performance of Japanese， mathematics， and 
English in the first-grade increased parental expectations in the first-grade. Moreover， academic performance 
of Japanese in the first-grade increased parents' expectations in the second grade， and these expectations 
increased academic attainment in the third-grade. Furthermore， academic performance of English in the first-
grade increased parents' expectations in the second grade. However， the expectations did not affect academic 
attainment in the third grades. Reasons of the difference of the influence of parents' expectations on their 
daughters' academic attainment among 3 subjects were discussed.
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子どもの発達にとって，親の存在は大きい。幼児期から青年

期を通じて，親の期待や願いが子どもの学業成績や職業選択，

パーソナリティ，学校での適応などに対して影響をもつこと

は，多くの研究で見いだされている（春日・宇都宮・サトウ， 

2014）。

特に，わが国では，親の期待と子どもの心理的適応との関係

に多くの関心が集まっており，たとえば，河村（2003）は親の

期待と子どもの完全主義との関係，渡辺・新井・濱口（2012）

は子どもの自己価値やストレス反応との関連，春日他（2014）は，

行動特性や生活満足感との関連を検討している。

一方，親の期待と学力や学業成績との関連についての研究は，

国内では非常に少なく，主に国外で行われている。Englund，

Luckner， Whaley， & Egeland （2004） は，小学生を対象に，親

の期待と子どもの学力との関係を検討している。その結果，親

の期待から子どもへの直接の影響は見られなかった。しかし，

Benner & Mistry （2007）は，９歳から 16 歳までの貧困家庭の

子どもとその親に対し，親の子どもの進学への期待は弱いなが

らも学業成績に影響することを明らかにした。また，Zhang， 

Haddad， Torres， & Chen （2011）も，日本では中学２年に当

たる８学年時の親の期待が，３年後の子どもの学業成績に弱い

ながらも影響していることを示している。これらの研究は，対

象の子どもの年齢の違いはあるにしても，親の期待がかならず

しも子どもの学業に対し明確な影響を持つとは結論づけられな

いといえる。
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Table1 教科別学力の記述統計と分散分析の結果 （SD）
Ｎ 1 年 2 年 3 年 Ｆ値

国語 160 48.70
（10.73）

48.97
（11.34）

47.59
（10.06） 3.02

数学 152 44.83
（10.99）

48.95
（10.18）

48.30
（10.15） 23.13***

英語 160 48.08
（11.09）

49.79
（10.61）

51.81
（11.56） 51.79***

*** p<.01 

親の期待尺度の検討と「進学期待」の３年間の推移

作成した項目群について，１年生のデータを対象に，探索的

に因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。その

結果，母親は３因子，父親では２因子が抽出された。その結果

を Table2-1， Table2-2 に示す。母親の場合は，第１因子が有名

な学校に進学したり合格したりすることへの期待であることか

ら，「進学期待」（α =.88），第２因子はまじめな生徒であるこ

とや友達と仲良くなど生活面での期待であるため，「生活期待」

（α =.76），第３因子は，将来の経済的な安定への期待のため，

「経済的安定」（α =.74）と命名した。父親は，第２因子に母親

と同様の有名校進学期待と同様の項目が「進学期待」（α =.91）

としてまとまり，第１因子は，それ以外の期待であったため，

「生活期待」（α = .86）と命名した。各因子に属する項目の単純

合計値を下位尺度得点とし，３年間の学力との相関を算出した。

その結果，母親と父親の「進学期待」のみが学力との有意な相

関がみられた（母親ｒ =.163， p<.05 ～ｒ =.336，p<.001） 父親 

ｒ =.180， p<.05 ～ｒ =.353，p<.001）。また，母親と父親の「進

学期待」得点には高い相関（ｒ = .668，p<.001）が得られたた

め，以下の分析は，母親の「進学期待」得点を親の期待として

取り上げた。「進学期待」の３年間の平均得点とSD を Table3

に示した。対応のある１要因分散分析の結果，有意（F（1,119）

=146.5，p<.001）であり，LSD 法による多重比較の結果，すべ

ての学年の組み合わせで有意差がみられ，２年生，３年生，１

年生の順に親の期待が高かった。

Table3  親の期待の記述統計
平均値 SD

1 年次の親の期待 2.92 1.11
2 年次の親の期待 5.79 2.32
3 年次の親の期待 5.25 2.47

変数間の関連モデルの検討

本研究は，１年生，２年生，３年生時点での学力と親の期待

との関連を扱った縦断研究である。各変数間の相関は Table4

に示した。相関表で示されたように，３教科共通して，各学年

間での学力はｒ ＝ .71 以上の高い相関を示し，親の期待も学年

間で中程度の相関が得られた。親の期待と学力との関連では，

３年次の親の期待と数学との相関以外はすべて有意な相関が得

られた。

次に，親の期待としての「進学期待」と学力との関連につい

て Figure1 に示した関連モデルを検討した。分析は，欠損値の

ない 112 名に対して構造方程式モデルによるパス解析を行った。

以下，教科別に分析の結果（ Figure2-1 ～ 2-3 ）を示す。研究

の目的から，結果の図は，5% 水準で有意なパスのみを表した。

国語，数学，英語の３教科を通じて，学力は，各学年の間に高

い関連がみられた。また，親の「進学期待」も，学力ほどでは

ないが，学年間で中程度の関連がみられた。なお、適合指標は

望ましい値に達していないものの，高校３年間を通して親の期

待と学力の関連性を見い出すことを優先して許容した。

国語の場合，１年次の学力から１年次の親の期待，２年次の

親の期待へのパスが 5% 水準で有意で，また，１年次の親の期

待から２年次の学力へ有意なパスが得られた。さらに，２年次

の親の期待から，３年次の学力への弱いが 5% 水準で有意なパ

スが得られた。１年次の国語の学力が２年次の親の期待を通じ

て３年次への学力に影響を及ぼすことが示された。

数学の場合，１年次の学力から１年次の親の期待へのパスが

5% 水準で有意であったが，親の期待から次年度の学力への有

意なパスは得られなかった。また，１年次の学力から２年次の

Table2-1 母親の期待の因子分析結果

項目 進学
期待

生活
期待

経済的
安定

有名な学校に進学すること .891 -.039 018
難しい学校に合格すること .838 .004 .041
真面目な生徒であること .133 .689 -.212
将来仕事で成功すること .025 .632 .141
テストで良い成績をすること .240 .625 -.070.
友達と仲良くすること -.185 .539 .141
将来幸せな家庭を築くこと -.241 .502 .287
将来お金の心配のない生活をおくること -.012 -.037 .819
将来安定した収入のある仕事につくこと .114 -.020 .630
将来裕福な生活をおくること .344 .090 .433

進学
期待

生活
期待

因子相関行列 生活期待 .366
経済期待 .339 .637

Table2-2 父親の期待の因子分析結果
項目 生活期待 進学期待

将来幸せな家庭を築くこと .825 -.207
将来お金の心配のない生活をおくること .784 .016
友達と仲良くすること .741 -.220
将来安定した収入のある仕事につくこと .705 .064
将来仕事で成功すること .631 .255
将来裕福な生活をおくること .502 .270
真面目な生徒であること .418 .192
有名な学校に進学すること -.105 .966
難しい学校に合格すること -.121 .930
テストで良い成績をすること .421 .431

因子相関行列 幸福期待
進学期待 .476
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心機一転という側面もあるだろう。そのために，特に学力が高

いほど親の進学への期待が高まり，子ども自身もそれを認知し

ていると推察される。特に国語においては，この時期に親が子

どもに期待することは，学力に肯定的な影響をもたらすことが

示唆された。本研究では，期待をどう受け止めているかは扱っ

てはいないが，親の進学期待に対する認知の仕方は，国語の学

力の規定要因の一つであるといえよう。

第２に，高校での学習効果である。本研究では数学と英語に

関しては，親の期待の影響は見られなかった。数学と英語の学

力は，３年間を通じて大きく伸びている科目である。したがって，

２年，３年次の英語と数学の学力には高校での学習効果の影響

が強く，親の期待の影響は相対的に減少したと考えられる。

第３に，教科の違いである。国語は親の期待が学年を超えて

子どもの学力に関連するが，数学や英語ではそのような親の期

待の影響はみられなかった。これは，国語に比べ，数学と英語

は学年間での相関が相対的に高く，１年生から３年生までの全

体の学力の伸びとは別に，個人の成績自体は安定しているとい

うことである。この点で，数学と英語は，親の期待どおりの成

績がとりにくい科目ともいえるだろう。

最後に本研究の課題について述べる。本研究は，親の期待と

学力との関連を教科別に検討し，国語において親の期待の肯定

的な影響を見出すことができた。しかし，親の期待をどう受け

止めるかについては扱っていない。渡辺・新井・濱口（2012）は，

中学生について調査を行い，親の期待を子どもがそれをどう受

け止めるかが子どもの適応にとって重要であることを示してい

る。子どもによっては，親の期待を負担とうけとめる者もおり，

かならずしも親の期待認知が学力にプラスに働かないケースも

考えられる。おそらく，親子関係や，子ども自身の自己認知も

関連することが考えられる。今後は，この点を詳細に調べ，子

どもが親の期待をどう受け止めるかについて検討することが課

題である。

さらに，本研究は，進学希望者がほどんどを占める私立の女子

高校を対象とした結果であり，一般化することはできない。今後，

より多くの高校生を対象としてより適合度の高い関連モデルの検

討が必要とされる。
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